
麻生区区民会議 第１回企画部会     （議事要旨） 

 
１．日 時 平成 20 年 9 月 3 日（水）午後 1 時 30 分から午後 4 時 30 分まで 
２．場 所 麻生区役所第 4 会議室 
３．出席者 天野委員、伊藤委員、神本委員、西谷委員、谷川委員、守田委員、渡邊委員 
      （事務局）太田区長、栗原副区長、荻原企画課長、宮田主査、重森主査 
 
 １ 正副部会長の選出について 
   企画部会委員の互選により、部会長に「神本委員」、副部会長に「伊藤委員」を選出 

した。 
 
  [部会長進行] 
 ２ 広報・広聴活動について 

区民会議の広報・広聴に関することは、企画部会の所掌事項であることを確認し、

「守田委員」「谷川委員」を広報広聴担当者とすることとした。 
  （１）区民会議ニュースについて 

 第 1 期の活動を継続し、区民会議ニュースを発行することとした。 
     また、区民会議ニュースの原稿作成者について、第１回・第 2 回区民会議ニュー

スは「天野委員」、第３回区民会議ニュースは「伊藤委員」、第４回区民会議ニュー

スは「渡邊委員」とすることとした。 
  （２）区民会議傍聴者アンケートについて 
    第 1 期の活動を継続し、区民会議傍聴者アンケートを実施することとした。アン

ケートの様式については、第１期の様式に氏名・連絡先欄を設けることとした。 
 
 ３ 第 2 期の調査審議課題について 
  （１）全体テーマについて 

第 1 回区民会議で提案された「心が響きあう地域づくり」、「心が響きあい、と

けあう地域づくり」と企画部会で提案された「エコのまち麻生」の３つの案につ

いて審議検討した。 
審議検討の結果、「心が響きあう地域づくり」を第２期の全体テーマとすること

とした。 
選定理由は以下のとおり。 
「心が響きあい、とけあう地域づくり」は、「響きあい」と「とけあう」が同意

語であり屋上屋を重ねている。もう少し簡潔な方がいい。 
「エコのまち麻生」は、全体テーマとしては少々課題を絞り込み過ぎている感

がある。もう少し大きなテーマとした方がいい。 
「心が響きあう地域づくり」は、抽象的なテーマではあるが、反面多くの課題

を包含することのできるテーマである。また、永遠のテーマであり、１期で完結



するようなテーマでない。引き続き第２期において、全体テーマとすることがふ

さわしい。 
  （２）課題の選定について 

第 1 期の取組課題の内、「こどもの見守り」「高齢者が輝く地域づくり」は、企

画部会にて進行管理することとした。また、新たな提案課題の内「弱者（障害者）」

も合わせて企画部会の取組課題とした。 
新たな提案課題の内、多くの課題が提案されている自然環境分野については、

専門部会（仮称）環境部会を設置し集中的に審議検討することとした。また、第

1 期の取組課題の内「地元農産物と地域の交流」も合わせて（仮称）環境部会に

て今後の進め方を検討することとした。 
文化芸術・子育て・地域交流等の分野については、専門部会（仮称）地域交流

部会を設置し、部会の中で各分野の視点からの地域交流について審議検討するこ

ととした。 
なお、各分野において課題が多岐にわたるため、個別具体的な取組事例は各専

門部会にて選定することとした。 
また、委員全員がいずれかの専門部会へ所属することを原則とした。 

 
 ４ 区民会議での役割分担について 
  （１）提案説明者について 
     「広報・広聴活動について」「第 2 期の調査審議課題について」は、神本部会長

が担当することとした。 
  （２）区民会議ニュース原稿作成者について 
     第１回・第２回ニュースについては「天野委員」、第３回ニュースについては「伊

藤委員」、第４回ニュースについては「渡邊委員」とすることとした。 
  

５ その他 
（１）会議中の飲み物について 
   「会議中の飲み物について、事務局が用意するのではなく、委員のエコ活動の

一環として、マイボトルを各自用意してはどうか」の提案について、（仮称）環境

部会にて検討することとした。 
（２）委員報酬用の封筒について 
   「委員報酬用の封筒は、毎回新しい封筒を使用するのではなく、その都度返却

し再利用してはどうか」の提案について、本会議で検討することとした。 
（３）第３回区民会議の日程について 

    第 3 回区民会議の日程は、12 月 16 日(火)から 12 月 19 日(金)へ変更することとし

た。 


